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町史編 だん よさ り

　

本
郷
は
、
黒
坂
地
区
と
の

境
の
カ
ジ
ヤ
原
か
ら
根
雨
と

の
境
の
漆
原
ま
で
日
野
川
右

岸
に
沿
っ
て
続
く
集
落
。
現

在
の
自
治
会
、
下
流
側
の
下

本
郷
と
上
流
側
の
上
本
郷
は
、

行
政
上
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
た

も
の
で
、
以
前
は
、
小
川
尻
は

下
本
郷
と
の
つ
な
が
り
が
深

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
川
尻
川
か
ら
渡
線

に
向
か
う
あ
た
り
に
旅
館
が
4

軒
あ
り
、
建
物
は
終
戦
後
ま
で

残
っ
て
い
ま
し
た
。
浪
花
節
語

り
や
三
味
線
弾
き
な
ど
芸
人
も

い
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
近
く
に
、
た
た
ら
製
鉄
の

高
殿
跡
地
も
み
ら
れ
、
た
た
ら

関
係
者
が
利
用
し
て
い
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
製
材

所
も
あ
っ
て
、
戦
時
中
は
松
の

木
か
ら
飛
行
機
の
燃
料
と
な
る

油
を
採
っ
て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
加
勢
地
地
内
に
、

日
野
小
学
校
や
日
野
中
学
校
、

日
野
保
育
所
が
あ
り
、
日
野

地
区
の
学
び
舎
と
し
て
、
ま

た
小
学
校
の
一
角
に
は
公
民

館
が
設
け
ら
れ
、
地
域
の
活

動
の
拠
点
に
も
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
統
合
に
よ
り

姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。
一

方
で
、
漆
原
地
内
に
は
、
平

成
8
年
以
降
、
町
営
住
宅
（
８

戸
）
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
本
郷
は
、
公
民
館
活
動
が

活
発
で
、
娯
楽
の
少
な
か
っ
た

時
代
、
青
年
団(

若
草
会)

が

演
芸
会
を
光
明
寺
で
開
い
た
り
、

昭
和
30
年
代
に
は
、
バ
ス
旅
行

や
地
引
網
な
ど
を
行
い
家
族
そ

ろ
っ
て
参
加
。
昭
和
60
年
代
に

は
「
我
が
家
の
一
品
展
」
と
称
し

て
、
全
家
庭
か
ら
昔
の
道
具
や

民
具
類
、
絵
画
・
書
・
手
芸
な

ど
の
作
品
を
公
民
館
に
展
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
広

場
を
造
成
し
て
、
平
成
2
年
か

ら
40
年
ぶ
り
に
夏
祭
り
の
盆
踊

り
を
復
活
し
、
今
年
で
28
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
魚

つ
か
み
や
、
春
の
運
動
会
、
暮

れ
の
餅
つ
き
と
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
な
ど
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

岩
田
地
区
で
は
、
昭
和

54
年
に
、
約
１
６
０
０
～

１
７
０
０
年
前
の
も
の
と
推

定
さ
れ
る
住
居
跡
や
古
墳
が

発
掘
さ
れ
、
岩
田
遺
跡
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。「
ぼ
だ
い

寺
」
と
い
う
寺
跡
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
３
代
続
く「
種
牛
屋
」

が
あ
り
、
町
内
外
に
お
い
て

優
良
和
牛
の
繁
殖
に
貢
献
さ

れ
る
と
と
も
に
、
飼
育
す
る

牛
は
、
県
内
の
共
進
会
や
和

牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全
国
共

進
会
で
優
秀
な
成
績
を
納
め

て
い
ま
す
。

　

加
勢
地
地
区
で
は
、
30
年

ほ
ど
前
の
林
道
新
設
の
際
、

墓
石
ら
し
い
自
然
石
2
個
と

地
蔵
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
加
勢
地
を
開
い
た
人
の

墓
で
は
な
い
か
と
の
話
で
す

が
、
刻
ま
れ
た
文
字
が
一
部
し

か
読
み
取
れ
な
い
の
で
、
誰
か

解
読
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
。

　

小
川
尻
の
山
腹
に
は
、
赤
滝

と
呼
ば
れ
る
断
崖
が
露
出
し
て

い
る
ほ
か
、
漆
原
に
も
玄
武
岩

の
滝
（
柱
状
節
理
）
が
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
カ
ヌ
ー
の
里（
下
榎
）

付
近
、
向
い
側
の
山
の
上
に
は
、

丸
い
巨
石
（
安
山
岩
）
が
ご
ろ

ご
ろ
と
し
て
い
る
場
所
が
あ
り
、

ま
さ
に
知
ら
れ
ざ
る
名
所
で
あ

る
と
の
こ
と
。

　
「
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
付
け
て
山

に
上
が
れ
る
よ
う
に
し
た
ら
」。

そ
ん
な
声
も
あ
り
、
こ
の
土
地

の
知
ら
な
い
世
界
、
伝
統
を
引

き
継
い
で
、
祭
り
と
と
も
に
地

域
を
盛
り
上
げ
た
い
と
、
今
後

の
夢
も
語
り
合
わ
れ
ま
し
た
。

（
松
田
暢
子
＝
政
治
・
行
政
・

教
育
小
委
員
会
）

住
居
遺
跡
や

巨
石
が
転
が
る
山
も

ふ
れ
あ
い
広
場
を
つ
く
り

盆
踊
り
を
復
活

第 21 回

『歴史的遺跡や伝統行事の継承をめざして・本郷地区』
～「じげの宝」シリーズｖｏｌ.８～

「町史編さんだより」の 21回目は、政治・行政・教育小委員会が、地域の特徴や活動、
行事、祭り、昔話、自慢などを聞き取り、紹介する「じげの宝」をお送りします。

日野町史編さん室（ TEL ７２－０３４１） 18

▲上菅の人から指導を受け盆踊りを復活

▲日野小学校の跡地にあった日野保育所

▲古墳時代の住居跡と推定される
岩田遺跡

【写真】
火災で焼失し、昭和23年に
新築された日野小学校
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　町外れの円形劇場のあとに住みついた少女「モモ」。モモは人の話に耳を
傾け、その人に自信を取り戻させてくれる不思議な力を持っていました。
モモの元には、話をしにたくさんの人がやって来ます。
　そんなある日、町に灰色の男たちがやってきます。彼らは時間を節約し、
時間貯蓄銀行に預ければ、倍になって返ってくるなどと言い、人々が節約
した時間を盗んだのです。人々は時間に追われ、せかせかと余裕のない生
活をするようになりました。モモの元に話をしに来る人もいなくなったの
です。モモは、今まで遊びに来てくれていた友達が来ないことで町の異変

に気づきます。モモはみんなの楽しかった生活を灰色の男たちから取り戻せるのでしょうか・・・。
　この本を小学生の頃に読んだことがあったのですが、大人になってから読むと、こんなに深いお話だった
んだと気づかされました。時間の大切さを改めて考えてみるきっかけになる１冊だと思います。

【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】

読んでみならんかな～

『モモ』
ミヒャエル・エンデ   作　/　大島かおり　訳　/　岩波書店

職員が勝手に
ススメる１冊♪　

"今読みたい本〟が
　　 見つかるカモ!?

教育委員会からのお知らせ 1 月 9 日に教育委員会を開き、次の案件などに

ついて協議されました。

【教育委員会】
・一般報告として
▼平成 30 年度学校長期休業日について報告があ

りました。

▼特別支援学校通学送迎車リースにかかる債務負

担行為の内容について報告がありました。

▼第 18 回公民館まつりおよび平成 29 年度日野

町生涯学習まちづくり大会について報告がありま

した。

・協議として
▼日野町いじめ防止基本方針の改定について協議

されました。

《次回の予定》
日時：２月２日（金）午後 1 時 30 分

場所：役場第１会議室

※会議は公開しています。お気軽にお出かけくだ

さい。

この本を紹介してくれたのは…

池座さんからひと言：
　「今年度は、2歳児「ぱんだぐみ」を担当しています。みんなとても
お話が上手になり、子どもたちとの会話が楽しい毎日です。
　元気いっぱいの子どもたちにたくさんの刺激をもらいながら、頑張っ
ていきたいです」

池
い け ざ

座  由
ゆ か

香ひのっこ保育所 保育士
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